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ABSTRACT 
 本研究は、英語学習に特異的な弱さを示した高校生 2 名（A 児、B 児）を対象として認知

特性に応じた効果的な英語指導法を検討した。アセスメントからは、両名とも全般的知的発

達水準は平均から平均の上の領域で、視覚系ワーキングメモリーに認知的短所が考えられた

一方で、認知的長所として視覚系情報処理（A 児）や聴覚言語系情報処理（B 児）が考えら

れた。英語指導では、英単語の読みと意味の指導を取り上げた。指導法は、単語の「文字」

と「音韻」の関連を「意味」を介在させて覚える見本合わせ法（指導法 α）と、「文字」と「意

味」を語呂合わせで覚える言語化法（指導法 β）を用い、A 児には指導法 α を、B 児には指

導法 αおよび指導法 βを行った。その結果、指導開始前のプレテスト時に比べて、指導終了

後のポストテスト 1 で正答率が上がり、さらに全指導終了後に行われたポストテスト 2 でも

高い正答率がみられたことから、確実な定着が窺えた。ここから認知特性に応じた英単語の

指導法の鍵項目について考察した。 
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Ⅰ．問題と目的 
 

文部科学省（2013）は、初等中等教育段階からのグローバル化に対応した教育環境づくり

を進めるため、小中高等学校を通じた英語教育改革を計画的に進めるための「グローバル化

に対応した英語教育改革実施計画」を公表した。実施計画においては、小学校における英語

教育の拡充強化、中・高等学校における英語教育の高度化など、小・中・高等学校を通じた

英語教育全体の抜本的充実を図ることとなった。 

発達障害やその傾向のある児童生徒は、その特性から学習面における困難さを示すことが

指摘されている。2012 年の文部科学省の調査では、全国の公立小中学校の通常学級に在籍す

る児童生徒のうち、知的発達に遅れはないものの学習面または行動面で著しい困難を示すと

担任教員が回答した者の割合は 6.5％であり、このうち「聞く」「話す」「読む」「書く」「計算

する」「推論する」といった学習面の一つあるいは複数で著しい困難を示す者の割合は 4.5％、

「読み」「書き」の習得に著しい困難を示す者の割合が最も多い 2.4％と報告されている。 

読み書きなど学習に特異的な困難を示す状態像では、全般的な知能と領域特異的な能力と

の間にアンバランスが生じており、したがって、認知特性の個人差を理解し学習方略を個別

のニーズへ適合させることが重要である（Butterworth & Kovas, 2013）。「読み」「書き」に

関わる文字情報処理の代表的なモデルとしてトライアングルモデル（Seidenberg, 2005）が

ある。これは、単語の音読の過程を定式化したもので、文字層（Orthography）、音韻層

（Phonology）、意味層（Semantics）から構成される。この各層が 3 つのユニット群に三角

形に分散され、中間層を介して相互に連結し、他のユニットと情報交換を行うとされている。

文字層、音韻層、意味層のユニット群の活性化パターンが、それぞれ単語の文字表象、音韻

表象、意味表象にあたるとされるが、「読み」や「書き」に特異的な学習困難を示す児童生徒

においてはいずれかのプロセスにおける障害があると考えられる。 

学習に特異的な困難を示す児童生徒に対する認知特性に応じた指導報告は小学生を対象と

した国語や算数の指導例が大部分を占めており、第二外国語としての英語学習に関する指導

を取り上げた報告は少ない。例えば、中山・森田・前川（1997）は、読みに困難を示す学習

障害児に対し、刺激等価性の考え方に基礎を置いた英語の読み獲得訓練を行っており、見本

合わせ法が英文・英単語の読みに効率的であることを示唆している。村田（2013）は、発達

性ディスレクシア児に対し、フォニックス指導法とローマ字読みを併用することによって英

単語音読の流暢性と読解力が向上し、英単語音読の苦手意識の軽減につながったと報告して

いる。黄（2007）は、英単語の綴りを覚えることに困難を持つ学習障害児に対して個別指導

を行い、聴覚的短期記憶の弱さといった認知的特徴に配慮した指導は、記憶の負荷を減らし、

中学生の学習障害児の指導において有効であることを示唆した。以上のように、英語学習に

特異的な弱さを示す生徒に対する特性に応じたいくつかの指導法は示されているものの、

個々の持つ多様な認知的背景に対応する指導法の蓄積は十分でない。 

「グローバル化に対応した英語教育改革実施計画」によって英語教育の充実が図られるこ

とに伴い、英語学習に困難を感じている生徒に対する、より認知特性に応じた指導実践の充

実と蓄積が必要となると考えられる。よって、本研究では、全般的な知的発達に遅れはない

が、英語の読み書きに特異的な困難を示す生徒 2 名に対する英単語の学習指導を行った。指

導においては英単語の読み・意味・書きの習得を目標とし、それぞれの認知特性に応じた英

単語指導の有効性を検討した。 
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Ⅱ．方法 
 

1．対象 
 対象は通常高等学校に在籍する男子生徒 2 名（A 児および B 児）である。両名とも英語学

習に対して、アルファベットの混乱や、英単語や文章の読み書き、意味など基礎的な定着が

難しいなど、特異的な弱さを示していた。両名のアセスメントの詳細を表 1 および表 2 に示

す。 

 A 児は、インテーク時の生活年齢が 15 歳 1 カ月であった。視力・聴力に異常はなく、利き

手は左手。小学校低学年時から、他者とのコミュニケーションに弱さがあり集団活動への参

加が難しく教室に入れないことが目立っていた。学習面では、特に漢字の習得に弱さを示し

ていたが、自分なりのペースでゆっくりと定着を図ってきていた。中学校進学時に医療機関

を受診し「多動症の疑い」との診断を受ける。中学校では、特に英語の読み・書きに困難さ

を示すようになった。高校入学を機に教育相談に至った。 

アセスメントについて、WISC-IV からは、知覚推理指標（PRI）が他の指標に比して有意

に高く、非言語的概念の形成、空間処理、視覚的体制化といった能力の強さが考えられた。

一方、処理速度指標（PSI）が他の指標に比して有意に低く、特に視覚的短期記憶に基づいて

幾何学図形を処理する速度と正確さの弱さが考えられた。DN-CAS では、プランニングが他

の指標に比して有意に高い一方で、下位検査より幾何学図形の分析・記憶・操作の弱さがみ

られた。DTVP では、図形を認識し操作する能力や、細部に注意を向ける能力の弱さがある

と考えられた（表 1）。なお、同時に行った ADHD-RS および ASSQ-R からは、「多動性－衝

動性」の傾向と、「社会的相互作用」および「こだわり」の傾向が認められた。 

 

表 1 A 児のプロフィール 

WISC-Ⅳ 

（CA15:01） 

FSIQ=93 

VCI=90/PRI=118/WMI=97/PSI=73 

DN-CAS 

（CA15:01） 

全検査標準得点=102 

 プランニング=115/同時処理=98/注意=98/継次処理=96 

DTVP 

（CA15:01） 

ＰＡ Ⅰ＝9;04/Ⅱ＝6:04/Ⅲ＝8:11/Ⅳ＝8:00/Ⅴ＝7:04 

粗点 Ⅰ=22/Ⅱ=16/Ⅲ=16/Ⅳ=8/Ⅴ=7 

CA=Chronological Age 

WISC-Ⅳ(Wechsler Intelligence Scale for Children-Fourth Edition):FIQ=全検査 IQ，VCI=言語理解指標， 

PRI=知覚推理指標，WMI=ワーキングメモリー指標，PSI=処理速度指標 

DN-CAS(Das Naglieri Cognitive Assessment System) 

DTVP(Developmental Test of Visual Perception):Ⅰ～Ⅴについて PA(知覚年齢)および下位検査粗点を示す。 

※検査時の生活年齢が適用年齢を超えていたため、評価点および知覚指数は算出されない。 

 

 

B 児は、インテーク時は 15 歳 4 カ月であった。視覚・聴力に異常はなく、利き手は右手。

小学校では成績良好で中学受験で私立の中高一貫校へ進学している。中学入学後から英語学

習に特異的な弱さを示すようになる。中学 3 年次に医療機関へ受診し「LD の可能性が高い」

と診断された。 
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アセスメントは指導法の検討のため 2 度行った（表 2）。初回アセスメントは B 児が 15 歳

4 カ月時に WISC-Ⅳを中心として行った。WISC-Ⅳでは PRI が高く、また PRI と PSI の差

が大きかったことより、視覚情報を活用して思考する能力の強さがある一方で、単純な視覚

情報を迅速かつ正確に処理する能力に弱さがあると考えられた。2 回目のアセスメントは B

児が 17 歳 0 カ月時に行った。WAIS-Ⅲでは、言語性 IQ（VIQ）が動作性 IQ（PIQ）に比し

て有意に高く、さらに言語理解（VC）が処理速度（PS）に比して有意に高いことより、視覚

系情報処理に比して聴覚系情報処理の能力の強さが考えられた。DN-CAS では、同時処理と

継次処理に比して、プランニングと注意が低く、また下位検査から、思考を柔軟に切り替え

て処理を実行する力の弱さがあり、視覚的図形の処理に時間を要すると考えられた。DTVP

では、全ての下位検査において最高得点を示したことより、DTVP においては視覚系情報処

理の弱さは窺えないと考えられた。ROCF からは、視覚図形の分析・記憶・表現の能力には

一定の強さがあるものの、細部でのエラーがみられたことより、細かい部分の分析・記憶に

弱さがあると考えられた。 

 

表 2 B 児のプロフィール 

WISC-Ⅳ 

（CA15:04） 

FSIQ=109 

VCI=103/PRI=124/WMI=100/PSI=96 

WAIS-Ⅲ 

（CA17:00） 

FIQ=116/VIQ=121/PIQ=105 

VC=112/PO=99/WM=107/PS=94 

DN-CAS 

（CA17:00） 

全検査標準得点=116 

 プランニング=102/同時処理=122/注意=104/継次処理=121 

DTVP 

（CA17:00） 

ＰＡ Ⅰ＝9;04/Ⅱ＝8:06/Ⅲ＝9:03/Ⅳ＝8:00/Ⅴ＝8:00 

粗点 Ⅰ=25/Ⅱ=20/Ⅲ=17/Ⅳ=8/Ⅴ=8 

ROCF 

（CA17:00） 
模写＝36/直後再生＝30/遅延再生＝30 

CA=Chronological Age 

WISC-Ⅳ(Wechsler Intelligence Scale for Children-Fourth Edition):FIQ=全検査 IQ，VCI=言語理解指標， 

PRI=知覚推理指標，WMI=ワーキングメモリー指標， PSI=処理速度指標 

WAIS-Ⅲ(Wechsler Adult Intelligence Scale-Third Edition):FIQ=全検査 IQ，VIQ=言語性 IQ，PIQ=動作性 IQ，

VC=言語理解，PO=作業記憶，WM=ワーキングメモリー，PS=処理速度 

DN-CAS(Das Naglieri Cognitive Assessment System) 

DTVP(Developmental Test of Visual Perception):Ⅰ～Ⅴについて PA(知覚年齢)および下位検査粗点を示す。 

※検査時の生活年齢が適用年齢を超えていたため、評価点および知覚指数は算出されない。 

ROCF(Rey-Osterrieth Complex Figure):36 点満点。 

 

 

2．指導方法 

 A 児および B 児はともに英語学習の困難さを示し、その認知的背景として視覚系情報処理

の速度と正確性の弱さが考えられた。一方、A 児は視覚情報をもとに推理し思考する力の強

さが、B 児は聴覚言語系情報処理の強さが考えられた。 

指導においては、英単語の「読み」と「意味」の理解に焦点化した学習を行うこととした。

この際、文字情報処理に関するトライアングルモデル（Seidenberg, 2005）に基づき、単語
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の文字（Orthography）-単語の音韻（Phonology）-単語の意味（Semantics）の結びつきを

強めるために、「文字」と「音韻」との間に「意味」を介在させる見本合わせ法を応用した指

導法を基盤とした（指導法 α）。この指導法は A 児および B 児ともに行った。指導法 α の手

順を表 3 に示す。指導では PC のスライドを用いてフラッシュカード法で英単語の学習を行

った。A 児は単語に関する情報が多い方が覚えやすいため、ステージⅠ～Ⅳに加え、Ⅱ’とⅣ’

にてイディオムの用法の理解のための指導も実施した。B 児は、情報が多いと複数の情報を

処理することができずに混乱する認知的弱さがあることより、情報を焦点化し、指導のステ

ージⅠ～Ⅳのみを行った。 

 

表 3 指導法 αにおける意味指導の手順 

ステージ 目標 手順 スライド画面（例） 

Ⅰ 
英単語と意味を正

しく読み上げる。 

(1)英単語が提示された画

面で英語を読み上げ

る。 

(2)意味が書かれた画面で

意味を読み上げる。 

⑴         ⑵ 

Ⅱ テンポよく読む。 Ⅰを 5 回繰り返す。  

  Ⅱ’ 

イディオムを読み

上げ、用法を正し

く理解する。 

イディオムのみをまず提

示し、続けてイディオム

の意味を提示し、読み上

げる。 

※A 児にのみ実施。 意味はアニメーションで提示。 

Ⅲ 意味を理解する。 

(1)意味が提示された画面

で意味を読み上げる。 

(2)英単語が提示された画

面で英語を読み上げ

る。 

⑴         ⑵ 

Ⅳ テンポよく読む。 Ⅲを 5 回繰り返す。  

  Ⅳ’ 

イディオムを読み

上げ、用法を正し

く理解する。 

イディオムのみをまず提

示し、続けてイディオム

の意味を提示し、読み上

げる。 

※A 児にのみ実施。   意味はアニメーションで提示。 

 

さらに、B 児においては、2 回目のアセスメントの結果を踏まえ、指導法 α から指導法 β

に移行した。指導法 β では、B 児の聴覚言語系情報処理の強さをより活用するために、英単

語の文字と音韻さらに意味を、日本語による「語呂合わせ」で覚える言語化法を採用した。

指導法 βの手順を表 4 に示す。指導法 βは、提示された語呂を読み上げ、指導者と一緒に語

呂の内容を解釈・イメージし、エピソードとして英単語の音韻と意味の定着を図る方法であ

る。 

 

立つ stand 
スタンド 

stand up 
stand up 
立ち上がる 

立つ stand 
スタンド 

stand up stand up 
立ち上がる 
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表 4 指導法 βにおける意味指導の手順 

ステージ 目標 手順 例（talk） 

Ⅰ 語呂合わせを読む。 
英単語の語呂合わせを

読み上げる。 
「遠くの人と話す」 

Ⅱ 
イメージした内容

を話す。 

語呂合わせの内容を解

釈し、イメージする。 
「遠くの人と話しているようだ」 

Ⅲ 

語呂合わせ、英単

語、意味を諳んじる

ことできるように

する。 

語呂合わせ、英単語、意

味の順に唱える。 

「遠くの人と話す」 

「talk」 

「話す」 

Ⅳ 
語呂から正しい綴

りを書字する。 
語呂を唱え、書字する。 「遠くの人と話す」[talk] 

 

 

3．手続き 
A 児は 20XX 年 10 月から翌年 12 月の期間、B 児は 20XX 年 5 月から翌年 12 月の期間、

週に 1 回の頻度で、1 セッション 20～40 分間として指導を行った。A 児は全 42 セッション、

B 児は全 24 セッションを行った。 

指導に先立ち、英単語の習得度を確認し、指導する単語を確定することを目的としてプレ

テストを実施した。プレテストは中等教育における必修基本語から選択した英単語について

行った。プレテストは、A 児では 7 回、B 児では 4 回に分けて実施した。各プレテストで、

読みと意味が答えられなかった単語、読みはできたが意味が答えられなかった単語、意味は

答えられたが読むことができなかった単語を指導対象とし、指導を行った。 

指導の効果を評価するため、各指導期終了後に定着確認テストとしてポストテスト 1 を実

施した。その後、全指導終了後に再度定着を確認するためにポストテスト 2 を実施した。A

児には、指導法 α の各単元終了後にプレテストと同じ内容であるポストテスト 1 を実施し、

全指導終了後には全プレテストと全ポストテスト 1 において誤りがみられた英単語から 50

語を抽出したポストテスト 2 を実施した。B 児には、指導法 αにおいてはプレテストで誤答

がみられた単語の指導終了後にポストテスト 1 を、全指導終了後には指導内容に基づくポス

トテスト 2 を実施した。 

 1 セッションで扱う英単語は、A 児は 10 語程度、B 児は 4～8 語程度とし、指導を行った。

指導法 α および指導法 β ともに、1 セッションで全てのステージを実施し、次セッション回

から 2 回にわたり定着を図るために反復しての指導も行った。 

 

4．分析 

分析では、英単語の読みと意味についてエラーの分類および判断基準を作成した。主な判

断基準は、「正答」（読みおよび意味ともに正答であったもの）、「意味誤り」（意味が誤ってお

り、読みのみ正答であったもの）、「読み誤り」（読みが誤っており、意味のみ正答であったも

の）、「誤答」（読みおよび意味ともに誤答であったもの）の４つに分類し、指導開始前のプレ

テストと指導終了後のポストテストについて、エラーの質の推移を検討した。エラーについ

ては、プレテストおよびポストテストの誤答に占める割合を算出した。 
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5．倫理的配慮 

本研究は高知大学教育研究部人文社会科学系教育学部門研究倫理規則に基づいて行われた。

研究に先立ち、本人および保護者に研究の内容を書面にて説明し同意を得た。 

 
Ⅲ．結果 

 

A 児の指導法 αにおけるプレテストおよびポストテスト 1 の平均正答率と、各テストや指

導にてみられた誤りから作成したポストテスト 2 の正答率を図 1 に示す。A 児の指導法 αで

は、①から⑦までの単元を学習した。プレテストの平均正答率は 55％、ポストテスト 1 の平

均正答率は 82％であり、ポストテスト 2 の正答率は 98％であった。 

A 児のエラー分析の結果を図 2 に示す。プレテストではエラーとして「意味誤り」が多く

みられ、読むことはできるが意味が分からない英単語が多かったが、ポストテストでは全て

の単元において、エラー率が減少している。また、意味は分かるが読むことができない「読

み誤り」の割合も、プレテストからポストテストで減少している。さらに、プレテストでは、

読みおよび意味ともに誤る「誤答」がみられたが、ポストテストではみられなかった。 

 

  
図 1 英単語テストの成績の変化（A 児）   図 2 英単語テストのエラー分析（A 児） 

 

 B 児の指導法 α におけるプレテストおよびポストテスト 1・ポストテスト 2 の平均正答率

と、指導法 βにおけるプレテストおよびポストテストの正答率を図 3 に示す。B 児の指導法

α では①から③までの単元を学習し、指導法 β では単元④を学習した。指導法 α におけるプ

レテストの平均正答率は 53％、ポストテスト 1 の平均正答率は 76％、ポストテスト 2 の平

均正答率は 74％であった。また、指導法 β におけるプレテストの正答率は 58％、ポストテ

ストの正答率は 100％であった。 

 B 児のエラー分析の結果を図 4 に示す。プレテストではエラーとして、「誤答」が最も多く

みられたが、ポストテスト 1・2 にて減少していた。また、指導法 αにおける単元①から③の

ポストテスト 1 およびポストテスト 2 では「意味誤り」や「読み誤り」がみられたが、指導

法 βにおける単元④のポストテストでは、「正答」が 100％であった。 
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図 3 英単語テストの成績の変化（B 児） 

 

     
図 4 英単語テストのエラー分析（B 児） 

 

 

Ⅳ．考察 
 

本研究は、英語学習に特異的な困難を示し、その認知的背景には視覚的情報処理の速度と

正確性の弱さが考えられた 2 事例に対し、トライアングルモデルに基づいた英単語の読みと

意味の指導を行った。この際、A 児は視覚情報をもとに推理し思考する力の強さが、B 児は

聴覚言語系情報処理の強さが考えられたため、アセスメント結果を踏まえ、各々の認知特性

に応じた指導法 αと指導法 βの 2 種類の指導方法を展開した。 

 指導法 αは、英単語の文字、音韻、意味の関係性の理解について、文字と音韻の間に意味

を介在させる見本合わせ法を基盤とした。実際の手続きは PC を利用しスライドを用いたフ

ラッシュカード課題により進め、英語から日本語、日本語から英語というパターンが交互に

提示される方法で行うことにより、英単語の定着と自動化を図った。A 児は、単語に付随す

る知識があることによってより記憶の定着が促進されると考えられたため、イディオムも学

習内容に取り上げて指導を行った。その結果、指導で扱った①から⑦の全ての単元において、

ポストテストでは 20％から 46％の成績の向上がみられた。また、A 児に多くみられた「読

めるが意味が分からない」英単語の割合は減少し、「読むことができず、意味も分からない」

英単語はみられなくなった。同様に、B 児もポストテストでは 8％から 34％の成績の向上が

みられ、エラー分析から「読むことができず、意味も分からない」英単語の割合が減少した。
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先行研究では、中山ら（1997）を支持するものである。ここから、視覚情報をもとに推理し

思考する力に一定の認知的強さがある生徒に対しては本指導が有効であると考えられる。 

 B 児については、指導法 αによる一定の定着が考えられたものの、ポストテスト 1 および

2 の成績から学習の定着と自動化が効率的でないことが示唆され、より認知特性に応じた指

導の必要性が考えられたため、2 回目のアセスメントに基づき指導法 β に変更した。指導法

β は、B 児の認知的な強さである聴覚言語情報処理能力を考慮した、英単語の読みと意味を

言葉で唱える語呂合わせ法であった。語呂合わせは B 児にとってイメージしやすいものを用

い、エピソードとして長期記憶への定着を図った。指導法 β におけるポストテストの結果は

100％の正答率を示した。指導法 βは、B 児の認知的な強さである、言語を概念化しイメージ

を操作する力や、全体を効率的に捉える力を効率的に学習に取り入れたことが、より有効性

を示したものと考えられる。森澤・鈴木・寺田（2013）は、漢字の書字に特異的な弱さを持

った児童に対して、漢字書字指導を行った。対象児は、視覚系情報処理に認知的弱さを示す

一方、聴覚言語情報処理に強さを示したことから、漢字の形態特徴を「ことば」を介して明

確にする言語化指導法を用い、その結果、漢字習得の向上を認めた。本研究の結果は森澤ら

（2013）を支持するものと考えられ、聴覚言語情報処理の認知的強さを示す場合には、漢字

など日本語に加え、英単語でも、ことばを介してその形態特徴のイメージを高める指導法の

有効性が考えられる。 

本実践では、指導法 αおよび指導法 βにおいて、英単語の書字指導も行った（いずれもデ

ータ示さず）。英単語には音韻（Phonology）・意味（Semantics）・文字（Orthography）の

3 つの側面を持つトライアングルモデルがあり、各側面が確立されることにより、相互に作

用し、より英単語の定着が強固になると考えられたためである。書字指導では指導法 αおよ

び指導法 β に合わせて、いくつかの方法を試行しているが、いずれも指導終了後に書字の成

績が向上したため、今後は、対象とする単元および英単語数を増やし、本実践にて行った書

字指導についても検討していく必要があると考えられる。 

 本研究では、2 名の対象児に対し、各々の認知特性に応じた英単語の意味指導を展開した。

その結果、効率的な学習が進み、指導の一定期間後の定着も良好であったことより、各対象

児の認知特性に応じた指導法が有効であったと考えられる。認知特性に応じた指導を行う際

には、アセスメント結果に基づいて対象児の認知特性を十分理解し、それを踏まえた指導方

法を実践・検討することが重要である。また、綿密なエラー分析を行い、対象児にとってよ

り効果的な学習方法となるよう改善していく過程も必要であると考えられる。 
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